
週齢C57BL/6マ ウスにグリオキシル酸を腹腔 内連 日投与す るとともに、35B6抗 体を投与、結晶形成 を評価 した。

結晶形成量は、抗体投与により容量依存性に低下 した。電子顕微鏡による観 察は、Control群 では放射状 の結 晶が

尿細管細胞に取 り込まれていたが、抗体投与群においては、尿細管腔内に脱落組織は認 めるのみで結 晶形成は認め

なかった。

以上 より、切断型OPNに 対する中和抗体は、結石形成マウスにおいて結晶の尿細管上皮への接着 を抑制するこ

とで、結石形成 を予防す ると示唆 された。 この結果 をJBoneMinerReserchへ 投稿 しacceptさ れた。

B-62サ ル胎仔肺低形成の子宮内回復一羊水過少による肺低形成モデル作成 と成長因子解析

千葉敏雄,佐 藤洋明,柿 本隆志(国 立成育医療研究センター ・臨床研究セ ンター)所 内対応者:鈴 木樹理

本研究の 目的は、胎児期の肺低形成に対 し有効性が報告 されている現行の子宮内外科手術(胎 児気管閉塞術)の

作用機序を、誘導 される組織成長因子の同定により解 明することである。併せて、その組織成長 因子を低形成胎児

肺に局所 的に作用 させることで、胎児気管閉塞術の(肺 再生)効 果増強ない しその代替低侵襲治療手技を確立す る

ことにある。

この外科的治療法は、いまだ臨床的に確立 されてはない。すなわち、この手技 は現在、experimentalない しinnovative

therapyの 範疇に入 るものであ り、将来の標準化を 目指 して十分な実験的評価を必須 とする。それは、患児の救命

手段 としては、このような手技以外に、今後可能性のあるものが現時点では全 く存在 しないためである。

このモデル作成 のためには、羊水の一部除去による持続 的な羊水過少状態を作 り出す必要がある。
一昨年度は当初計画 していた手術手技の確立および成長因子を特定する実験 を行 う前 に

、慎重を期 して予備実験

を行 った。具体的には昨年度行 った基礎的実験(超 音波エ コーを使って母体外から胎児胸腔 内に生理的食塩水を注

入)で は、実験後にも妊娠 が正常に継続 され、正常に新生児が生まれた。その後そのこどもは正常に発育 している。

今年度 は継続 して胎児気管閉塞術の予備実験 を行った。胎仔気管閉塞術には胎仔の気管閉塞のため先端にバルー

ンのついた胎児用の内視鏡 を用いる。この内視鏡の位置は操作 中に子宮内で母体 ・胎仔ヘダメージを与 えないため

に大変重要である。

そこで我々は子宮内での内視鏡の位置を超音波画像上で 目的部位ヘナ ビゲー トす るシステムを開発 した。

このシステムと実際の術式に用いる内視鏡 を使用 して妊娠サルへの内視鏡位置確認の予備実験 を行った。

次年度 は子宮内内視鏡ナ ビゲーシ ョンシステム完成 と気管内閉塞術の実施を予定 している。

B-63チ ンパ ン ジ ー の 口腔 内状 態 の 調 査:う 蝕 ・歯 の 摩 耗 ・歯 周 炎 ・噛 み 合 わ せ の評 価 を 中 心 に

桃 井 保 子,花 田信 弘,小 川 匠,井 川 知 子,齋 藤 渉(鶴 見 大 ・歯)所 内 対 応 者:宮 部 貴 子

チ ン パ ン ジ ー11個 体342歯 に 対 し て 歯 科 検 診 を実 施 した 。 そ の 内 う蝕 歯 は16歯 、 喪 失 歯 は3歯 で あ っ た 。 よ っ

て 、 う蝕 轍 歯 を指 すDM噛 は1噛 、DMF指 数 は1.45で あ っ た 。 歯 肉溝 の 深 さ は 、342歯 中31噛 が4㎜ 以

下 で あ っ た 。 歯 周 ポ ケ ッ ト測 定 時 に 出 血 を 認 め な か っ た の は6個 体 、 動 揺 歯 を 認 め な か っ た の は8個 体 で あ っ た 。

著 しい プ ラ ー ク の 蓄 積 と歯 石 の 沈 着 が9個 体 に認 め られ た 。 ま た 、 年 齢 に応 じて 全 顎 的 に顕 著 な 咬 耗 を認 め た 。

う蝕 歯 は そ の ほ ぼ 全 て に 破 折 を認 め た 。 そ の うち 前 歯 は11歯 で あ り、破 折 ・う蝕 歯 は 前 歯 部 に 集 中 して い る。

よ っ て 、う蝕 の 原 因 は外 傷 に 起 因 す る と考 え られ る。歯 肉 溝 の深 さが4mm以 下 で あ る歯 は全 体 の92.7%で あ り、

そ の ほ と ん ど が 測 定 時 の 出 血 を認 め な か っ た 。 深 さ4mmの 歯 肉溝 は健 康 な 歯 肉 で あ る と推 察 す る。 現 在 ま で に 検

診 し た個 体 の う蝕 と歯 周 疾 患 か ら見 る 口腔 健 康 状 態 は 、 口腔 衛 生 に 関す る介 入 は 皆 無 で あ り、プ ラ ー ク と歯 石 の 多

量 の 沈 着 を 散 見 す る に もか か わ らず 極 め て 良 好 と い う こ と が で き る。 こ の理 由 と して 、本 研 究 所 に お け るチ ンパ ン

ジ ー が100品 目 を超 え る 無 加 工 の バ ラ ン ス の 良 い 食 餌 を 取 っ て い る事 に着 目 して い る。

ま た 、 採 取 した プ ラー ク 内 の 細 菌 叢 に つ い てDNA解 析 に よ る ピ ロ シ ー ケ ン ス 法 を用 い た 結 果 、 未 知 の 細 菌 が 存

在 す る 可 能 性 が 示 唆 され 、Streptococcustroglodytaeと 命 名 した 。

〈発 表 概 要 〉

チ ン パ ン ジ ー の 口腔 内 状 態 の 調 査:う 蝕 ・歯 の 摩 耗 ・歯 周 炎 ・噛 み 合 わ せ の評 価 を 中 心 に

桃 井 保 子,花 田信 弘,小 川 匠,野 村 義 明,今 井 奨,岡 本 公 彰,井 川 知 子,齋 藤 渉,宮 之 原 真 由,笠 間 慎 太 郎,山

口貴 央,阿 保 備 子(鶴 見 大 ・歯),宮 部 貴 子,友 永 雅 己(霊 長 研)

口演

1)「 チ ン パ ン ジ ー 口腔 由 来 の ミ ュー タ ン ス レ ン サ 球 菌 様 細 菌 に 関 す る研 究 」 阿保 備 子,ほ か(鶴 見 大 学 歯 学 会 第

73回 例 会,鶴 見 大 学 会 館 メイ ン ホ ー ル,2011.6.25)

2)「 京 都 大 学 霊 長 類 研 究 所 の チ ンパ ン ジ ー の 口腔 健 康 状 態 と そ の う ち1個 体 に対 す る 歯 科 処 置 に つ い て 」齋 藤 渉,

山 口貴 央,桃 井 保 子(日 本 歯 科 保 存 学 会2011年 度 春 季 学 術 大 会(第134回),東 京 ベ イ 舞 浜 ホ テ ル ク ラ ブ

リゾ ー ト,2011.6.10,p.88.)

3)「 チ ン パ ン ジ ー 口腔 由 来 の レ ンサ 球 菌 の 性 状 に 関 す る研 究 」 宮 之 原 真 由,ほ か(第60回 日本 口腔 衛 生 学 会,

日本 大 学 松 戸 歯 学 部,2011.10.8-10,0-25)(口 腔 衛 生 学 会 雑 誌 第61巻 第4号p.435)

ポ ス タ ー

1)OkamotoM,etal.PyrosequencingAnalysisofOralFloraisolatedfromChimpanzees.The45thMeetingofThe

ContinentalEuropeanDivisionoftheInternationalAssociationforDentalResearchthe(CED-IADR),Budapest,

Hungary,August31-September3,2011.(No.469)(国 際 歯 科 研 究 学 会 ヨー ロ ッパ 部 会),Budapest,Hungary,

August31-September3,2011.http://iadr.confex.com/iadr/ced--/webprogram/Paper151705.htm1

一117一



2)OkamotoM,eta1.PreliminaryAnalysisofOralFloraisolatedfromChimpanzee.XIII,InternationalCongressof

BacteriologyandAppliedMicrobiology(国 際 細 菌 学 会).6-10September2011(Sapporo,Japan).

論 文

OkamotoM,etal.Streptococcustroglodytissp.nov.,fromtheChimpanzeeOralCavity.InternationalJournalofSystematic

andEvolutionaryMicrobiology.Accepted21March2012.

http://勾s.sgmjournals.org/content/early/2012/03/19/勾s.0.039388-0.abstract?cited-by=yes&legid=勾s;ijs.0.039388-Ov1

(3)一 般 グループ研究

C-1間 接的指標を用いた冷温帯林にお けるニホンザル生息状況の推定

江成広斗(宇 都宮大 ・農 ・里山),坂 牧はるか(岩 手大 ・連農)所 内対応者:渡 邊邦夫

ニホンザル の簡便な個体群モニタ リング手法の開発 を 目的に、1)サル樹皮食 による木本植物の樹形変化、2)サル

糞 を選択的に利用す る糞虫の生息密度、の2つ をサル生息数の間接指標 としての有効性を評価 した。1)の結果、こ

れまで報告があったヤマグワ以外 に、高木であるホオノキにおいて も顕著な樹形変化が確認 された。具体的には、

シュー ト長の減少 と、シュー ト本数の増加である。また、サル の選択性 の高いツル性木本植物においても、明確な

樹形変化 は確認 された。2)の 結果、間接指標 として対象 としたAphodiusspp.は 、外部環境(気 温等)の 影響 も大 き

く、サル生息分布 ・密度の経時的な変化を見る指標 として利用す る際は、こ うした外部環境 に対す る十分な配慮が

必要であることが考 えられた。今後の課題 として、1)と2)に 用いた間接指標を、 どのスケール(解 像度)の サルモ

ニ タリング指標 として利用す ることが合理的であるかを評価するための調査研究が必要であることが考えられた。

C-2霊 長類、視覚 ・味覚のGPCR型 受容体 に対する赤外分光研究

神取秀樹,片 山耕大(名 工大 ・院工),古 谷祐詞,木 村哲就(分 子研 ・生命錯体)所 内対応者:今 井啓雄

ヒ トを含む霊長類の網膜に存在す る3種 類(赤 ・緑 ・青)の 色覚視物質は試料調製が困難なため、X線 結晶構造

解析 を含む構造生物学的解析は過去に例がな く、我々の色認識 メカニズムは謎のままであった。そのよ うな状況の

もと、我々は数年前か ら本共同研究プロジェク トを活用 して、高精度の低温赤外分光を用いた霊長類赤 ・緑感受性

視物質の構造解析 に挑戦 した。ヒ トガン細胞 由来の培養細胞を用いて試料を調製する一方、わずかな試料 でも計測

可能な差スペ ク トル測定系を最適化す ることで、平成21年 度に世界初 となるデータを報告 した(Katayamaet

al.2010;NHKニ ュース と35紙 の新聞で紹介)。 さらに平成22年 度 にはスペク トル度を上げることで、タンパク質内

部に結合 した水分子の同定に成功 し、平成23年 度に論文発表す ることができた(Katayamaetal.2012;1紙 の新聞報

道)。

最初の論文によれば、赤 ・緑感受性視物質の構造は驚 くほど類似 していたが、水分子の精密測定の結果、内部結

合水 の水素結合環境は赤 ・緑感受性視物質で異なることが明らかになった。興味深い ことに、観測 された水分子の

振動数は視物質の吸収波長 と相 関を示 し、内部結合水が色識別 のメカニズムに関わることが示唆 された平成23年

度には色覚視物質の変異体実験も開始することができたため、よ り詳細なメカニズム解析が期待 され る。

また平成23年 度には視物質 と同 じG蛋 白質共役型受容体である味覚受容体の構造解析を計画 し、全反射赤外分

光計測による測定系の構築を開始 している。専門性のある研 究所においても異分野融合が重視 され る昨今、本共同

研究は物理化学/分子科学分野 との理想的な異分野融合であると位置付けることができる。支援いただいている霊

長研 に改めて謝意を表 したい。

<原 著論文>

KatayamaK,etal.(2012)Protein-BoundWaterMoleculesinPrimateRed-andGreen-SensitiveVisualPigments.

Bicochemistry51:1126-113.

C-3ニ ホンザルの人工繁殖 を目指 した技術開発

高江洲昇(札 幌市円山動物園),永 野昌志,北 出泰之,坂 口謙一郎(北 海道大 ・獣医),伊 藤真輝,石 橋佑規,朝 倉

卓也,小 林真也(札 幌市円山動物園)所 内対応者:今 井啓雄

札幌市円山動物園で飼育す るニホンザルは、全てのオスに対 して精管結紮切除処置 を行い、繁殖制限を実施 して

い る。 しか しなが ら、飼育個体の高齢化が進み、将来的な飼育群維持のため、新たな繁殖管理方法 として人工繁殖

を検討 している。

本 園飼育ニホンザル のオス4頭 か ら精子採取を試みた。精巣上体尾部か ら注射針を用いて穿刺吸引し、4頭 すべ

てか ら精液 を採取 した。4頭 中3頭 の精液 中の精子 は全て死滅 してお り、残る1頭 では精子が確認できなかった。

昨年度の同様 の処置では活発な生きた精子 を採取 しているため、採取手技、採取時期及び採取個体について検討が

必要であると考え られる。

霊長類研究所飼育ニホンザルのオス3頭 か らは、肛門に電極棒 を挿入 し、電気刺激 を行 う方法で精液採取 を試み、

うち1頭 から活性 のある精子を採取 した。採取 した精子を凍結保存 し、昨年度霊長類研究所にて凍結保存 した1個

体分の精子 と併せ融解 し、凍結後の精子性状 を比較 した ところ、昨年度 に比べ、今年度採取 した精子 の生存率

(2010:22%、2011:1.5%)及 び運動性(2010:+++15、++15、+10、 土10、-502011:+++2.5、++2.5、+2.5、 土25、
-90)が 低い結果 となった。また、融解後においてその生死 に関わ らず、多 くの精子が先体を喪失 していた(2010:

36.5%,2011:86%)o
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